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近畿厚生局に、個別指導での持参物の軽
減を求める吉田副理事長（左から２番目）
＝12月２日、保険医会館　　　　　　　

斉
藤
隆
医
療
指
導
課
長
ら
２

人
が
来
館
し
、
協
会
の
吉
田

裕
志
・
小
澤
力
両
副
理
事
長

は
じ
め
22
人
が
対
応
し
た
。

　

厚
生
局
側
は
、
厚
生
局
職

員
が
民
間
団
体
の
講
演
要
請

を
受
諾
し
た
事
実
を
示
す

と
、
個
別
指
導
な
ど
の
講
演

要
請
が
あ
れ
ば
考
慮
す
る
と

回
答
。
個
別
指
導
の
弁
護
士

帯
同
に
つ
い
て
は
「
帯
同
を

断
る
こ
と
は
な
い
」
と
し

た
。
た
だ
し
、
威
圧
的
な
雰

囲
気
を
感
じ
る
か
ど
う
か
は

「
受
け
止
め
る
側
の
問
題
」

と
し
、
全
く
指
導
現
場
を
理

解
し
て
い
な
い
対
応
に
終
始

し
た
。

　

吉
田
裕
志
副
理
事
長
が
、

「
個
別
指
導
を
受
け
た
東
京

の
歯
科
保
険
医
が
自
殺
し
た

こ
と
を
知
ら
な
い
の
か
」
と

尋
ね
る
と
、「
公
式
に
（
自

殺
だ
と
）
解
明
さ
れ
た
と
は

承
知
し
て
い
な
い
」
と
開
き

直
る
場
面
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
吉
田
副
理
事
長
は
「
指

導
時
持
参
物
は
必
要
最
小
限

と
す
る
と
回
答
さ
れ
た
が
、

大
阪
で
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
２
箱

も
持
っ
て
行
か
な
い
と
い
け

な
い
」
と
持
参
物
の
改
善
を

求
め
た
。

　

小
澤
副
理
事
長
は
、
新
規

個
別
指
導
や
集
団
的
個
別
指

導
の
実
施
通
知
に
、
正
当
な

理
由
な
く
欠
席
し
た
と
き

は
、
個
別
指
導
や
監
査
を
実

施
す
る
よ
う
記
載
さ
れ
て
い

る
点
に
関
し
、
行
政
手
続
法

第
32
条
に
「
行
政
指
導
は
相

手
方
の
任
意
の
協
力
に
よ
っ

て
の
み
実
現
さ
れ
る
」
と
あ

り
、
厚
生
局
が
「
行
政
手
続

法
に
抵
触
す
る
恐
れ
は
な

い
」
と
判
断
し
た
根
拠
を
文

書
で
示
す
よ
う
迫
っ
た
。

館
で
近
畿
厚
生
局
医
療
指
導

課
と
懇
談
し
た
。
懇
談
は
山

井
和
則
衆
議
院
議
員
の
仲
介

で
実
現
。
近
畿
厚
生
局
か
ら

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は

12
月
２
日
、
個
別
指
導
の
改

善
を
求
め
る
８
項
目
の
要
請

書
に
も
と
づ
き
、
保
険
医
会

保団連近畿ブロック

近畿厚生局との懇談実現

御堂会館（南御堂）案内図

だ
し
、
会
員
院
所
に
勤
め
る

勤
務
医
未
入
会
者
の
み
、
一

昨
年
通
り
有
料
（
１
万
円
）

で
入
場
で
き
る
。

　

協
会
は
個
人
会
員
制
の
組

織
な
の
で
、
会
員
院
長
代
理

（
未
入
会
勤
務
医
な
ど
）
は

な
い
の
で
ご
了
承
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
書
籍
も
会
員

の
み
の
販
売
で
あ
る
。

に
入
り
き
れ
な
い
会
員
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

い
る
。
会
員
を
優
先
す
る
立

場
か
ら
、
午
前
の
部
は
会
員

（「
引
換
ハ
ガ
キ
」持
参
者
１

人
）
の
み
に
限
定
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
午
後
の
部
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
昨
年
通
り
で

あ
る
。

　

未
入
会
者
の
説
明
会
・
講

習
会
入
場
は
で
き
な
い
。
た

（
３
月
中
下
旬
）、『
歯
科
点

数
早
見
表
』（
３
月
末
）、

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』

（
４
月
末
）
を
順
次
お
届
け

す
る
予
定
だ
。

会
員
優
先
で
午
前
の
部
は

入
場
資
格
を
限
定

　

毎
回
新
点
数
中
央
説
明
会

に
は
、
定
員
を
大
幅
に
超
え

る
入
場
者
が
訪
れ
、
主
会
場

保
険
診
療
上
の
歯
科
用
語
の

変
更
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

補
綴
物
維
持
管
理
料
や
口

腔
内
写
真
検
査
は
、「
普
及

・
定
着
し
て
い
る
技
術
」
と

し
て
、
診
療
報
酬
体
系
の
簡

素
化
を
図
る
観
点
か
ら
廃
止

を
含
め
た
見
直
し
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　

協
会
は
、
今
後
の
医
療
を

め
ぐ
る
動
き
を
含
め
て
診
療

報
酬
２
０
１
０
改
定
中
央
点

数
説
明
会
を
３
月
22
日
、
御

堂
会
館（
中
央
区
）で
開
く
。

３
月
27
日
か
ら
は
府
下
各
地

で
新
点
数
説
明
会
を
順
次
開

催
す
る
。
あ
わ
せ
て
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

◇　
　

◆　
　

◇

　

４
月
実
施
の
診
療
報
酬
改

定
内
容
は
、
今
後
の
本
紙
及

び
『
全
国
保
険
医
新
聞
』
で

最
新
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、

『
改
定
の
要
点
と
解
説
』

図
示
・
図
説
を
盛
り
込
む
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
歯
周
基
本

治
療
や
歯
周
安
定
期
治
療
、

う
蝕
無
痛
的
窩
洞
形
成
加

算
、
義
管
な
ど
を
、
重
要
度

・
難
易
度
・
必
要
時
間
を
参

考
に
し
て
、
評
価
を
見
直

す
。
ま
た
、
院
内
に
技
工
士

が
い
る
歯
科
医
療
機
関
や
咀

嚼
機
能
障
害
の
患
者
に
対
す

る
歯
科
診
療
報
酬
上
の
点
数

評
価
、
義
歯
の
調
整
回
数
変

更
、
患
者
か
ら
み
て
難
解
な

要
時
間
を
考
慮
し
た
歯
科
固

有
の
技
術
評
価
、「
患
者
の

視
点
に
立
っ
た
歯
科
医
療
」

と
し
て
、
歯
管
や
義
管
に
患

者
が
望
む
情
報
提
供
内
容
や

　

診
療
報
酬
が
４
月
か
ら
改

定
さ
れ
る
。
今
改
定
の
特
徴

は
、
在
宅
歯
科
医
療
の
推

進
、
障
が
い
者
へ
の
歯
科
治

療
、
重
要
度
・
難
易
度
・
必

２
０
１
０
年
改
定

　

小
泉
「
構
造
改
革
」
に
よ

り
、
医
療
費
は
公
称
改
定
率

よ
り
も
大
き
く
落
ち
込
ん
で

き
た
。
産
科
・
小
児
科
・
救

急
医
療
な
ど
、
様
々
な
臨
床

現
場
で
医
療
崩
壊
を
引
き
起

こ
し
、
医
療
難
民
を
発
生
さ

せ
、
社
会
問
題
に
ま
で
発
展

し
て
き
た
。

　

歯
科
で
は
、
06
改
定
に
よ

っ
て
06
・
07
年
の
２
年
間
で

実
に
１
４
０
０
億
円
も
の
医

療
費
が
削
減
さ
れ
た
。
ま
た

医
療
費
の
窓
口
負
担
増
が
強

行
さ
れ
、
雇
用
破
壊
に
よ
り

患
者
が
減
少

し
、
５
人
に
１

人
が
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
と
報
道

さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
請
願
署
名
や
、
歯
科

医
療
危
機
打
開
の
た
め
の
診

療
報
酬
引
き
上
げ
と
患
者
負

担
軽
減
を
求
め
る
要
請
、
決

起
集
会
、
国
会
議
員
要
請
・

陳
情
な
ど
の
活
動
を
波
状
的

に
行
っ
て
き
た
。
構
造
改
革

時
代
の
私
た
ち
の
運
動
の
積

み
上
げ
が
、
今
回
の
改
定
率

で
あ
る
全
体
で
０
・
19
％
の

引
き
上
げ
、
歯
科
技
術
料
本

体
２
・
09
％
、
医
科
技
術
料

本
体
１
・
74
％
の
引
き
上
げ

と
、
10
年
ぶ
り
の
ネ
ッ
ト
プ

ラ
ス
と
な
っ
た
。
06
年
の
改

定
で
は
“
効
率
化
の
余
地
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
領
域
”
と

位
置
付
け
ら
れ
て
歯
科
を
崩

壊
へ
と
導
い
た
が
、
今
改
定

で
は
“
充
実
が
求
め
ら
れ
る

領
域
”
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

与
党
・
民
主
党
の
重
点
項
目

に
も
、
生
活
の
医
療
で
あ
る

歯
科
医
療
に
つ
い
て
「
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
が
必
要
」

と
盛
り
込
ま
れ
た
。
協
会
運

動
の
成
果
が
現
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

１
９
９
８
年
か
ら
医
科
・

歯
科
同
率
改
定
で
歯
科
の
医

療
技
術
評
価
が
低
く
抑
え
ら

れ
て
き
た
が
、
今
回
の
改
定

で
は
、
歯
科
の
技
術
料
の
低

さ
に
目
が
向
け
ら
れ
改
定
率

に
差
が
出
た
こ
と
も
、
歯
科

医
療
の
厳
し
さ
が
国
会
内
に

広
が
っ
て
き
た
か
ら
で
は
な

い
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
私

た
ち
は
、
ま
だ
歯
科
医
療
改

善
運
動
の
手
を
緩
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

　

今
後
、
診
療
報
酬
の
中
身

を
め
ぐ
っ
て
点
数
の
配
分
作

業
に
入
る
。
一
口
腔
単
位
の

包
括
化
・
長
期
管
理
の
押
し

付
け
に
よ
っ
て

技
術
料
を
低
く

評
価
し
よ
う
と

す
る
動
き
を
許

し
て
は
い
け
な
い
。
患
者
に

負
担
を
拡
大
し
歯
科
医
療
を

さ
ら
な
る
崩
壊
に
導
く
、
保

険
外
診
療
の
拡
大
路
線
に
の

っ
て
い
っ
て
は
い
け
な
い
。

医
療
費
を
抑
制
し
や
す
い
体

制
に
誘
導
さ
れ
て
は
い
け
な

い
。

　

レ
セ
オ
ン
ラ
イ
ン
の
省
令

改
正
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
は
、
大
き
な
力
と
な
っ

て
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
義
務

化
を
撤
回
さ
せ
た
。
診
療
報

酬
改
定
基
本
方
針
に
対
す
る

会
員
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
も
２
０
０
件
以
上
寄

せ
ら
れ
た
。
歯
科
医
療
改
善

を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
す

ま
す
会
員
の
先
生
方
か
ら
の

現
場
の
声
が
重
要
と
な
る
。

協
会
活
動
に
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
。

パ
ブ
コ
メ
力
に
診
療
報
酬
の
改
善
を

個別指導で持参物の軽減求める

【
日
時
】
３
月
22
日（
月
・
祝
）　

※
午
前
・
午
後
と
も
内
容
は
同
じ
で
す

　
　
　
　

午
前
の
部　

午
前
10
時
15
分
～
午
後
12
時
30
分《
会
員
限
定
》

　
　
　
　

午
後
の
部　

午
後
１
時
15
分
～
３
時
30
分《
ス
タ
ッ
フ
参
加
可
》

【
会
場
】
御
堂
会
館（
南
御
堂
）大
ホ
ー
ル（
中
央
区
久
太
郎
町
４―

１―

11
）

【
案
内
】
会
員
の
先
生
に
は
３
月
に「
引
換
ハ
ガ
キ
」で
ご
案
内
致
し
ま
す

【
講
師
】
協
会
社
保
研
究
部
・
同
政
策
部
各
講
師
団

【
会
費
】
会
員
無
料
（
資
料
１
冊
は
「
引
換
ハ
ガ
キ
」
と
交
換
）

診療報酬2010改定

中
央
説
明
会 

開
催
の
お
知
ら
せ

午
前
の
部
は
会
員
限
定・午
後
の
部
は
ス
タ
ッ
フ
参
加
可


